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学歴・学位

昭和39年３月 慶応義塾大学経済学部卒業

職 歴

昭和39年４月 日本経済新聞社入社

昭和46年３月 日本経済研究センター研究員

昭和51年３月 ブリュッセル特派員

昭和60年３月 ロンドン支局長 (兼欧州編集部長)

昭和63年３月 日経ビジネス編集長

平成３年３月 出版局次長

平成４年３月 論説副主幹

平成11年５月 国連大学高等研究所客員教授

平成12年４月 千葉商科大学政策情報学部教授

平成16年５月 慶応義塾大学特別招聘教授 (商学部大学院修士コース)

平成17年８月 鳥取環境大学非常勤講師 (１週間集中講義)

平成22年４月 千葉商科大学名誉教授

社会活動

平成４年４月 中央環境審議会〈総合部会, 地球環境部会〉委員

平成11年４月 損保ジャパン環境財団評議員

平成11年４月 三島市環境審議会委員 (会長)

平成12年４月 ブループラネット賞顕彰選考委員会委員

三橋規宏先生略歴および業績
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平成12年４月 物価安定政策会議 (経済企画庁) 委員

平成13年４月 市川市廃棄物減量等審議会委員 (会長)

平成13年３月 日本環境経営大賞表彰委員会委員 (三重県主催)

平成13年11月 板橋区資源環境審議会委員 (副会長)

平成14年４月 財団法人地球環境戦略研究機関 (IGES) 理事

平成15年３月 全国地球温暖化防止活動推進センター (JCCCA) 運営委員会議長

平成16年３月 千葉県資源循環型社会づくり推進会議議長

平成19年１月 中央環境審議会臨時委員

平成19年６月 中央教育審議会専門委員

平成19年６月 独立行政法人評価委員会臨時委員 (国立環境研究所部会)

学会表彰

昭和61年11月 日経・経済図書文化賞

｢ゼミナール日本経済入門｣ (編著)

平成12年５月 経営システム賞

社団法人日本経営工学会, 論文名 ｢循環型経済システムの構築｣

研究業績

１. 単 著

昭和63年10月 ｢ジャパノミクス｣ 日本経済新聞社

昭和64年12月 ｢サッチャリズム｣ 中央公論社

平成４年６月 ｢先端技術と日本経済｣ (岩波新書) 岩波書店

平成７年９月 ｢日本経済創造的破壊｣ 日本経済新聞社

平成９年３月 ｢ゼロエミッションと日本経済｣

(岩波新書)

岩波書店

平成10年４月 ｢環境経済入門｣〈日経文庫〉 日本経済新聞社

平成12年７月 ｢日本経済グリーン国富論｣ 東洋経済新報社

平成13年８月 ｢ゼロエミッションのガイドライン｣

(国連大ブックレット)

海象社
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平成14年11月 ｢地球の限界とつきあう法｣

(日経ビジネス人文庫)

日本経済新聞社

平成16年12月 ｢環境再生と日本経済｣ (岩波新書) 岩波書店

平成15年６月 ｢環境が大学を元気にする｣ 海象社

平成18年11月 ｢サステナビリティ経営｣ 講談社

平成21年５月 ｢グリーン・リカバリー｣ 日本経済新聞出版社

２. 編 著

昭和60年２月 ｢ゼミナール日本経済入門｣ 日本経済新聞社

平成６年５月 ｢昭和経済史下｣ 日本経済新聞社

平成９年10月 ｢森と CO２の経済学｣ PHP 研究所

平成11年４月 ｢地球環境と日本経済｣ 岩波書店

平成12年３月 ｢JAPAN｀GREEN COMEBACK｣ PELANDUK

平成12年９月 ｢『ごみゼロ工場』 への挑戦｣ 日本プラントメンテナン

ス協会

平成13年９月 ｢地球環境と企業経営｣ 東洋経済新報社

平成15年９月 ｢環境再生と情報技術｣ 東洋経済新報社

平成16年12月 ｢実学 地球環境問題の常識｣ 東洋経済新報社

平成19年９月 ｢サステナビリティ辞典｣ 海象社

平成20年４月 ｢よい環境規制は企業を強くする

―ポーター教授の仮説を検討する｣

(国連大ブックレット)

海象社

平成20年10月 ｢『ふきげんな地球』 の処方箋｣

(ブックレット)

海象社

平成23年２月 ｢ローカーボングロウス｣ 海象社

３. 共 著

平成６年５月 ｢昭和経済史下｣ 日本経済新聞社
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